
企業のサステナビリティに関わる非財務情報
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企業のサステナビリティ
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上智大学非常勤講師

企業が行う活動が組織内外の様々なステークホルダーに理解・評価
され、その事業活動遂行のための経営資源を持続的に得るために、
情報が持つ役割の重要性が高まっている。特に近年、地球規模の環
境保護の要請の高まりや、企業がビジネスを行う上で人権やその多
様性、地域の課題などへの配慮が求められるようになってきている。

企業が営利の追求と現代の社会からの要請を実現していくために、
いかなる戦略に基づき活動を行うか、そしてその活動を組織の内外
の様々な情報を用いて（分析をし）どのように生かすかが、一企業
の経営として重要な課題となってきている。特に現在は、企業を取
り巻き急速に増える情報（映像や音声などのデータを含む）や、こ
れらのデータに基づく生成AIの、ビジネスでの活用における適切な
対処が必要となってきている。

当該課題について共同で研究を行い、特に企業活動に関して多く
の情報が開示される資本市場の観点から、日本企業に固有の経営課
題を踏まえたアプローチを試みている。

＜参考＞

特に地域や企業活動に関わる様々な多様性の課題に対して、企業とし
てどのように取り組むべきか（組織内での取り組み、その活動の外部
への情報発信等）について知見を提供することを通じて、連携を行う
ことが考えられる。

sugiyama@mail.tohoku-gakuin.ac.jp
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